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オキア ミ利用の将来
奈 須 敬 二
標題のような原稿依頼を受けたが,筆者は,利用に関
して全 く専門外である.し たがって,標題について専門
的立場からの意見を述べることは不可能 で あ る.しか
し,筆者が海洋水産資源開発センター時代に,国 内及び
諸外国の関係者と,時折標題のような話題について話合
ったことがある.そ こで,筆者 自身も海洋水産資源開発
センターという立場上(た だし,1979年1月1日から所
属変更),かねがね関心はもっていた.と いう訳で,こ
こに一文を試みた.
南極海産オキア ミは,未 利用資源開発の基本条件,す
なわち①豊富な資源量,② 栄養価等,質的に恵まれてい
る.の2点 を満足していることから.将来のたん白供給
源として.世 界的に脚光を浴びるようになってきた.
その開発には,ソ連がいち早 く,ついで我が国が着手
した.そ して,最近ではこの2か 国の外に,西 ドイツ,
東 ドイツ,ポーランド,台湾及び韓国が,オ キアミ資源
開発を目的 とした調査船を南極海へ派遣し,南極海は鯨
に代る水産資源開発利用の幕明けを迎えている,
しかし,最近の世界における南極海産オキアミの漁獲
量は,必 ずしも順調に伸びてはいないようである.その
主な要因としては,利用 ・加工及び市場販路の確立され
ていないことが指摘されている.そ の実態を外国の1例
にみると,オキア ミミールの生産は極めて容易ではある
が.そ の市場価値が低いため,商 業的生産に直結 されて
いない.そ の結果,現 在では脱殻すなわちムキ身.ス テ
ィックのような直接人間の食生活に結びつく,新製品の
開発が積極的にすすめられている.
一方.我が国におけるオキアミ資源開発調査は,今年
で8年 目を迎え,そ の間少な くともトP－ルによる漁獲
方法は確立され.1974年からは商業船が出漁する迄に至
った。そして,1977年度には母船式オキアミ漁業(独 航
船10隻)の企業化試験に着手した。その結果,同年度か
ら漁獲量は3万 トン台に達 しているが.そ の消費状況は
必ずしも順調ではないようである。その要因は,外 国と
同様利用 ・加工問題が指摘されている。
その利用 ・加工に関する我が国の研究 も,各機関にお
いて.継続されてはいるが,ま だこれといった決定版は
生まれていないようである.そ して,こ のようなオキア
ミ資源の開発現況を反映して,過 日或る新聞に"未 来た
んばくピンチー南極海オキア ミ漁"と いう記事が掲載さ
れていた.
しかし,全 く未利用の水産資源が一般に普 及す る に
は.か な りの年月が必要のようである.例 えば,北 太平
洋の海山域で漁獲対象となっている,クサカ リッボダイ
とい う魚は,そ の外見が従来馴みの深い魚と特に変って
いるとは考えられないし.また,そ の味覚の点では何ら
遜色もない.そ のような魚にしても,一般の食膳へ登場
するまでには,5～6年 を要したときいている.
もっとも.日本周辺に分布しているオキアミは,佃 煮
などとして.す でに古くから利用されてきている.しか
し.南極海産オキアミは一般消費者にとり初めての経験
であ り,まして鯨の餌とい う感覚のあることは否定でき
ない.そ のような一般にとり不利な条件にあるオキアミ
が,大 衆食品として受け入れられるまでには,クサカリ
ツボダイの場合以上に年月を要することは,常識的な見
方であろう.
諸外国においても,将来のたん白源 としてオキアミの
開発利用研究がすすめられている.例えば,東 ドィッで
は年間20万トンの水産たん白を消費しているが、200浬
設定により将来におけるその供給見通 しが困難 となって
きた.し かし,年間20万トンの水産たん白確保は,同国
の悲願 となっているとい うことを,昨 夏東 ドイツの日本
漁業視察団からきいたことがある.理由は,日本人の理
想的な健康体が,水 産たん白に依存 していることを,彼
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等は強調していた.し たがって,1959年に締結された南
極条約が有効な限り,200浬とは無関係に,南 極海の水
産資源は利用し得ることになる,そ して,彼 等は,将 来
に備え母船式規模(10,000トン級母船1隻 と,500トン
級 トロール船5隻 から構成)で,南 極海の水産資源開発
調査を実施している.
なお,　tt極地記録(Polar　R㏄ord)"に南極海の 漁業
(全容は近刊の鯨研通信に 掲載される予定)"と題 した
論文が載っていた.そのエピローグの一部を紹介してお
こう.
t《……オキアミの処理 ・加工設備及び経済的な処
理能力に応 じた漁獲を得るために,全 く新しい
発想によるオキアミ工船の設計と建造が必要と
なる.しかし,そのような構想の実現には,5
～10年を要するであろう.……"
このように,諸 外国では長期展望に立った.計 画の立
案又は実施がすすめられている.と ころで,筆 者自身オ
キアミの利用は鯨を媒介とすることが,も っとも理想的
な手段 と考えている.しかし,その手段は鯨の資源状態
から,現状では不可能である.したがって,鯨 ・アザラ
シ ・鳥類及び魚類などの,主 なオキアミ捕食者による南
極海の生態系維持を前提とした,オキアミの利用は極め
て自然な発想であろう,
いずれは必要 と考えられているオキアミ資源の本格的
な食品化は,二次加工が要求されているだけに,今後 さ
らに年月を要するであろう.そして,基 本的にはオキア
ミから甲殻類特有の味覚を除外し,単なる動物たん白と
しての利用が考えられる,
したがって,オ キアミ資源の利用には,長 期にわたる
先行投資的調査研究が必要となろ う,一方,最 近の新聞
や雑誌にみられるオキアミ開発への批判は,い ささか性
急なところがある.典型的な未利用資源である南極海産
オキアミ資源の開発利用は,ク サカリツボダイの例から
明らかなように,な がい目で冷静に見守 りたいものであ
る,
(筆者:遠 洋水産研究所主任研究官)
南極観測隊便り
一策20次越冬隊の近況一
例年ならば,越 冬隊員にとって7月,8月 は日照時間
が長くなるにつれ,「越冬も半分過 ぎたんだなあ,」とい
う充実感に浸る時期である,
しかし今年の昭和基地は,こ の時期天候に恵まれず,
ブリザー ドやぐずつき気味の日が多く,8月 の日照時間
は平年のわずか6割 程度であった.ま た,冷 え込みも厳
しく,8月29日の 一39.6°Cは,過去8月 としては第2
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位の記録であった,
日の出を待ってかねてから準備を進めてきた,2っ の
旅行計画 「スカーレン沿岸調査旅行」 「みずほ冬旅行」
が実施された.前 者はスカーレン地域(昭 和基地南方80
㎞)の 地学調査及び重力,地磁気,電磁環境などの測定
を目的として行われ.久保田をリーダに他4名(西 田,
田中,小 宮,小 島)の 隊員が,8月15日より29日まで,
15日間の日程でこれに当った.一行は予定の行動を一 日
早 く消化し28日に無事基地へ帰投 した,
後者は,み ずほ基地の人員交替,燃料補給,無 人観測
点M2(みずほ基地の南東100㎞)の建設.同 じく無人観
測点A1の 保守などを目的に,前 を リーダに他6名(米
沢 塚村.富樫,広 沢,浅 利.川 久保)の 隊員(内4名
(前,塚村,富樫,川久保)は みずほ基地で交替)が8月
10日より9月19日まで,40日間の日程でこれに当ってい
る.同隊は8月18日にみずほ基地に到着 したが,無 人観
測点M2の 建設は現地の気温が 一50°Cの極寒の為,車
輌等の トラブルが懸念され,同旅行隊による建設は断念,
10月置予定されている 「みずほ春旅行」隊にその任務を
委ねることとし,8月28日に昭和基地に無事帰投 した.
一方みずほ基地では.6月 に記録 した 一57.7°Cが物
語るように厳しい 冬場であったが,　POLEX　SOUTH
計画を中心とした70項目に及ぶ観測が4人 の隊員によっ
て続けられた.経 過は順調で,帰 国後の解析が期待 され
る.
越冬も後半に入 り,基地での観測,設 営共,ほ ぼ順調
に経過している.冬場の戸外作業で軽い凍傷を負った者
もいるが,全 隊員共,健康状態は至って良好で,元 気に
後半の観測に打込んでいる.
農協では,8月 に7.5㎏,9月に6.5㎏の出荷があっ
た.
国 際 会 議 報 告
－zalO回南極条約協議会議一
標記会議は昭和54年9月17日から10月5日までの間,
米国,ワ シントンD.C.において開催された.同時に,
南極海洋生物資源保存条約のための非公式会合も開かれ
た.会場には国務省があてられ.南 極条約協議国13か国
から120余名が出席した.我 が国代表団は,永 田武 所
長,山 田中正外務省条約局参事官を代表に,総勢15名で
あった.両代表及び現地大使館よりの参加者6名 の他,
外務省から2名,文 部省から滝本監理官,極 地研から星
合 ・吉田が,さ らに資源エネルギー庁,石 油開発公団か
ら,それぞれ1名 が参加 した.鉱 物資源問題が今次会議
の重要事項 と考えられ,前 記関係機関からの参加となっ
たものである.
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会議は,米 代表ネグロポンチ氏を議長に選んだ後,各
国代表による冒頭演説が行われた.ついで,首 席代表会
議で詰められた議題案 と作業委員会の設置案 とが承認さ
れた,
議題は次のとお りである,
1.
?
?」
?
?
6.
?
?
9.
10.
11.
12.
13.
14.
?
?
?
?
?
?
開会
役員選出
冒頭演説
議題採択
南極資源:鉱物探査 ・開発問題
南極海洋生物資源:勧 告X-2の1及 び皿の検
討
南極通信の改善及び気象データーの収集 ・配布
人の南極環境に及ぼす影響,保存措置,特 別科学
的関心地区の見なおしを含む
南極海洋環境の油汚染問題
南極条約地域における観光及び非政府探検隊の活
動
南極における南極条約非協議国の活動
協議会議の文書
南極条約締結20周年
次回協議会議の日時 ・場所
その他
最終報告書の採択
閉会
このうち.議題5に ついて2つ と議題7,8,9,10
とについてそれぞれ作業委員会が設置され,種 々の討議
を経て勧告案が作成された.これらの勧告案は本会議に
おいて,若 干の修正の上可決された.以下にその概要を
述べる.
議題5に 関 しては,法律 ・政治作業委員会と科学 ・潮
境問題作業委員会 とが設置され,別 々に討議が行われた
が.結局,一 本の勧告が出されるに至った.本議題は.
第10回協議会議最大の難問と考えられていたとお り.領
土権,環境保護をからめての探査実施の可否,将 来の資
源管理のあり方等の諸問題を廻って,各 国が見解を述べ
合った.各 国の主張,特 に,領土権問題についての溝は
深く,合意へ向っての目立った前進は見られなかった,
しかし,立場の相違を明らかにした上での,か なりつっ
込んだ議論の展開がなされたことが,わ ずかな実 りとい
えるかもしれない.問 題の解決は第11回協議会議に持ち
越されることになったが,こ れに先立ち,1980年夏まで
に,特 別会合を開 くことになっている.開催地 ・期 日は
今後外交チャンネルを通じて決定 される筈である.
議題6に 関しては,別 途,南 極海洋生物資源保存条約
の草案作成が進められてお り,その早急な進展を望む勧
告が本会議のみで採択された,一 方,非 公式会合におい
ても,関係国間に歩み寄 りの徴が生れ,来年夏までには,
採択会議が開催されるのではないかとの見通しが強い.
議題7の 通信については.1978年9月の第3回 南極通
信専門家会議の最終報告書に則って,南 極地域内,南 極
と世界気象監視機構の世界通信組織との気象データー交
換,そ の他南極での行動のためにも,通信手段の改善を
行 うべきであるという内容の勧告が採択された,ま た,
同勧告によると.第12回協議会議までに,改 善に関する
考察を行 うことになっている.
議題8に 関しては3つ の勧告がなされた.す なわち,
地学研究の場を将来 ともに確保するためには,明 石を含
む地学試料の採集はいかにあるぺきかが問 題 とな り,
SCARに検討を依頼することとした.特 別科学的関心
地区として,ア ドミラルティ湾の陸の部分だけが指定 さ
れ.第8回 協議会議で決定していた7地 区については指
定期限の延長が認められた.
議題9の 油汚染においては,現 在南極海の汚染度は極
めて低いが,低 いベースラインの測定方法の研究を進め
るべきこと及び南極で行動する船舶による油汚染を極力
おさえる責任のあることを指摘した勧告が出された.同
時に,こ の問題も次回協議会議で討議されることになっ
た.
観光に関する議題10では.勧 告礪一9の 付属書Aを そ
う入することが目的であった.そ の原案は,す でに第9
回協議会議最終報告書の付属書として準備 され て い た
が.こ れをそ う入することを決めた.同 時に,非政府探
検隊に対する注意 観光会社に対する助言を盛った条項
がこの勧告に含められた,
議題11については.南 極条約の趣 旨のより深く広い理
解を得たいとい う会議全体の意向が示されたに止まる.
また.議 題12の協議会議文書の公開については,賛 否そ
れぞれに理由のあるところであって結論は得 られず,協
議会議の活動に対する世間一般の理解を得るべく努力 し
ようとい う程度のことで終った,
議題13の南極条約20周年では,南 極研究 と南極条約機
構発展に貢献した科学者団体,特 に,　SCARに対する
謝辞と.南極条約発効20周年記念事業't記念切手の発行
を含めて"を考慮しようとい う勧告を行った.
以上.第10回協議会議のあらましを述べたが,そ の議
題の殆んどが,南 極の環境問題と関連を持った形で提起
され.論 議された.勧 告皿一8「 南極における生物資源
の保護保存についての合意措置」を承認していない(日
・豪だけ)我が国の代表団は,こ れを意識し,幾つかの
場面で積極的発言をさし控えざるを得ないこ とが あ っ
た.領 土権非主張国である我が国の南極に関する発言権
は,南 極での科学活動の実績 と,南極の自然環境を守る
義務があるという主張とに,その根拠を求めなくてはな
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るまい.こ ういった意味からも,勧告皿一8の 早期承認
の必要性を,改 めて痛感したのであった.
なお,第11回協議会議は,ア ルゼンチンで開催される
が,場 所 ・時期は追って決定されることになっている.
(筆者:星 合孝男,吉 田栄夫,国 立極地研究所教授)
シ ンポ ジ ウ ム報告
一策3回 南極生物シンポジウムー
〈海氷域の生態系〉
昭和54年9月13～14日,当研究所講義室において,標
記シンポジウムが開催された.約70名の参加者があ り盛
会であった.
昨年は 「我が国における南大洋生物研究の展望」と題
して,　BIOMASS　計画への出発点を確立することを意
図したシンポジウムを開催したが.本年はより具体的な
課題を選んだ・
これは,南 極観測事業の中で 「定着氷縁における生態
系の構造 と機能の解析」という研究観測を53年度から開
始していること,また,56年度から越冬観測による 「南
極沿岸海域の生態系の研究」を実施する計画を持ってい
ることと関連したものである.す な わ ち,海 水及び海
氷に接した海域での海洋環境 ・生物の研究者の研究発表
と意見交換とを通 して,上記研究観測の充実 と発展とを
目論んだのである.特に,14日には,研究計画を具体的
に述べ,多 くの有益な助言 ・提言を得た.ま た,本 計画
実施に ともな う共同研究を,物 理的に可能な範囲で受け
入れる意志のあることを明らかにし,研究の拡大を図っ
た,
プ ロ グ ラ ム
1生 物環境 としての海氷下の海
1.南 極大陸周辺海域の地形環境
吉田栄夫,森脇喜一(極 地研)
2.昭 和基地周辺海域の海況
苦土正暁(北 大 ・低温研)
3.流 氷下の照度 青田昌秋(北 大 ・低温研)
皿 海氷に接した海域の生物
海氷縁周辺の海洋環境 菱田昌孝(水路部)
浮氷域のクロロフィル分布
冨永裕之(名 大 ・水圏研)
浮氷域の海洋環境 とオキアミの分布
奈須敬二(遠洋水研)
皿 海氷中並びにに海氷下の生物
7,海 氷中の微細藻類 高橋永治(神大 ・理)
8.昭 和基地周辺におけるice　algae
星合孝男(極地研)
9.昭 和基地周辺の海氷下に見出される椀脚類
谷村 篤(極 地研)
10.定着氷縁における海氷下動物プランクトンの生態
福地光男(極 地研)
N南 極沿岸海域の生態系研究計画について
。 研究計画試案 星合孝男,内藤靖彦
福地光男(極 地研)
。 研究課題についての提言 佐藤博雄(東 水大)
谷口 旭(東 北大 ・農),小牧勇蔵(遠 洋水研)
河村章人(北 大 ・水産),山川紘(東 水大)
R.　J.　LeBrasseur　(筑波大)
???
?
?
?
?
?
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現在実施中(第20～22次観測)の 第1回 地学総合調査
及び南極域気水圏観測終了後の,地 学 ・雪氷分野におけ
る観測計画 として東クイーンモー ドラ ン ド地域の調査
が,本 年5月 の気水圏,地 学両専門委員会で論議され,
両専門委員会に当観測計画に関するワーキンググルーブ
が設置された,当 観測計画の立案に資するため,ワ ーキ
ンググループ及び関係者が集まって,研 究課題,観 測方
法などをめ ぐって討議するシンポジウムが.9月25日当
研究所講義室で開催された.
シンポジウムには約50名が参加し,下記プログラムに
そって活発な議論が展開された.総 合討論では、露岩域
の調査を主眼とする地質分野と,大陸氷域の調査を主眼
とする雪氷分野との統合調査計画が可能か,ま た.両 分
野にメリットがあるか等のつき詰めた論議もな され た
が.長 期的展望にたてば南極の地球科学を発展させるた
めには共同調査計画も必要であること,そ して従来の日
本南極観測隊の活動域に隣接し,かつ殆んど未調査のま
ま残されている東クイーンモードランド地域の調査は是
非必要であり,両分野共にそれを目ざしてい る こ とか
ら,共 に当観測計画を推進すことで合意がなされた.
プ ロ グ ラ ム
1.東 クイーンモードランドの地下樹造
神沼克伊(極 地研)
コメンテイター 伊神 輝(名 大 ・理)
2.東 クイーンモードランドの地質
白石和行(極 地研)
コメンテイター 木崎甲子郎(琉 球大 ・理)
吉田 勝(大 阪市大 ・理)
3.東 クイ ー ンモ ー ドラ ン トの 地 形
森 脇 喜 一(極 地 研)
コ メ ンテ イ 歩一 藤 原 健 蔵(広 島 大 ・文)
4.氷 床 の ダイ ナ ミ ックス
(1)南極 氷 床 の 流 動 と安 定 性
一4一
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成頼廉二(北 大 ・低温研)
{2)氷床の内部構造 松田益義(環 寛研)
コメンテイタ一 案 晃(北大 ・工)
黒岩大助,前 野紀一(北 大 ・低温研)
5.氷 床と環境
{1)氷床の堆積環境 山田知充(北 大 ・低温研)
② 表面積雪層の形成過程 佐藤和秀(長 岡高専)
(3)氷床ボーリングコアからみた気候変動
藤井理行(極 地研)
コメンテイター 樋口敬二(名 大 ・水圏研)
若浜五郎(北 大 ・低温研)
6.総 合討論
南極の地球科学像と東クイーンモー ドランド観測
計画 木崎甲子郎(琉 球大 ・理)
東 晃(北 大 ・工),渡辺興亜(名 大 ・水圏研)
一算2回 極域気水圏シンポジウムー
10月2日,第2回極域気水圏シンポジウムが当研究所
の講義室において開催 された.今 回は.第17次隊から
3か年実施された南極における=一 口ゾル及び微量気体
成分の研究の成果の発表と,今年 の冬 に実 施 され る
POLEX-NORTHに関連しての極域での降水機構につ
いての討論が,シ ンポジウムの主たる目的であった.シ
ンポジウムは,エ ーロゾル(座長:小 野晃名大教授)と
雲と降水(座 長:樋 口敬二名大教授)の2つ のセッショ
ンからな り,発表論文及び話題提供は6件 で.コ メンテ
イ歩一の補足説明 ・関連話題の提供なども併わせそれぞ
れ充分な討議がなされた.
プ ロ グ ラ ム
1エ ーロゾル
1.昭 和基地周辺大気中のエーロゾルの性状について
伊藤朋之(気 象研)
2.極 域における日射収支の特性
村井潔三(気 象研)
3.南 極におけるライダー観測 一その意義 と展望一
岩坂泰信(名 大 ・水圏研)
コメンテイター
岩井邦中(倍大 ・教育)田 中正之(東 北大 ・理)
皿 雪 と降水
4.極 域の雪と放射過程 太田幸雄(北 大 ・工)
5.北 極域 ・南極域の降雪粒子
菊池勝弘(北 大 ・理)
6.北 極域の雲と降水の観測計画
武田喬男(名 大 ・水圏研)
コメンテイ歩一
田中正之.(東北大 ・理).中山.昭(気 象庁)
第20次隊 月例報告
〈54年7月 ・8月 〉
7月上旬は冷え込みが目立ち月平均気温は 平 年 よ り
2・2°C低かったが.中 旬は穏やかな日が続いた,下旬は
低圧場に入りブリザードが次々と襲来 した.太 陽が再来
し内陸旅行準備.海 氷上の磁気測定などの屋外作業が多
くなってきた.
8月も7月に引き続 きぐずつき気味の日が多 く日照時
間も平年の6割 程度にとどま った.12日みずほ冬旅行
隊,15日スカーレン沿岸調査隊が出発 し,28日両隊とも
元気で帰投した.た だ無人観測点Ms(As)の建設は厳
しい気象条件のためやむなく春に延期 された.
観測報告
スカーレン沿岸調査隊は天候に恵まれ水,岩 石,砂 の
サンプリング,地磁気観測,電磁環境測定,地 質調査な
ど所期の成果をあげた.
測地部門では昭和基地周辺の海氷上における全磁力測
定,181点を実施した.
設営報告
燃料消費内訳 単位 』
区 分
7月 8月
.
消 費 量 残 量 消 費 量 残 量
普通軽油 10,83750L252 11,420489,832
灯 油 7,731 52,058 7,184 44,874
8月中旬に激しい磁気嵐のため全ての通信に影響があ
り,モーソン基地はもちろん,　Azさえ不能のことがあ
った,し かし旅行隊通信は良好であった.
みずほ基地の温水循環パイプの掘 り出しと沈下止め作
業を実施した.16KVA発電機用エンジンのインジ=ク
ションポンプの調整が終了し,南極軽油の消費量が減少
した,新食糧庫が完成した.
...一 ■■■1-■ ■■一 ■■刺 一 ■■■一 ■■■一 ■■■-nm■ ■■一 ■■,一,.■1㎜".輔 一
研 究 所 出 版 物
南 極 資 料66号1979年9月
JARE　 Data　ReportS
　 No.　50　(Aurora　7)
　 　 Records　of　all.sky　camera　photographs　at　Syowa
　　 Station,　Antarctjca　in　1977　 August　l979
Catalog　of　Yamato　Meteorites　 August　1979
■一 ■"一 ■■■一 ■■■一 ■■■一 ■■■一 ■■■一 ■■■一.■.一 ■..一...一
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　 Climatic　Data　for　Japanese　Antarctjc　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高気 温(Max.temp.)(℃)
最 低気 温(Min　temp・)　(℃)
平 均 気 圧 ・海面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　re!ative　　 　 　　 　　 　　 　　 　 h
umidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind
speed,　10・min.皿ean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日数(Number　of　clear　days)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
7月(Ju1.)8月(Aug.)
一20.5
一4 .7
一33 .7
977.3
0.8
65
5.9
一19 .4
一8
.3
一39 .6
980.5
LO
66
6.6
み ずほ 基 地(Mizuho:89544)
7月(Jul.)8月(Aug.)
29.2(26,NE)38.2(5.NE)
一42.2
一24.6
一53 .7
717.8
10.5
35.6(26.NE)46.0(5.NE)18.5(5.E)
7,27,1
3 4
一42 .1
一27.0
一54.7
721,5
12,5
22.0(6.ESE)
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ミ【極地豆事典】
1地 搬 鯛 とxrs圏のかけ橋
1_沿 勘 纐 流一
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図2沿 磁力線電流の流れ
であ り,この電流を通じて磁気圏は電離層を,電 離励は ξ
磁気圏をコントロールしあってお り,太陽風から磁気圏f
にエネルギーが注入され,そ れが磁気圏内のプラズマの'
ダイナミックな動きや粒子加速等を行い,電離層のダイ 、
ナモ領域でジェール加熱によリエネルギーを消費すると
い う一連のス トーリーを,相 互に矛盾なく説明する上で ζ
'
不可欠であるという点にある.更 に地上で観測される地 ミ
磁気変動の主な原因である電離層電流をつ くり出す源で く
もあるので,こ れらの現象を解明する上でも重 要 で あt
る.人工衛星による観測によれば,大 体の構造について 〉
は,図2に 示す ようにオーロラ帯と呼ばれる領域近辺に1
離 層に流れ込むもの流 撮 ものh:対にな。て出肌l
t
ているが,昼及び夜部分については未だはっきりしてい
ない.こ の磁気圏内部では太陽風から注入されるエネル
ギーによってダイナミックなプラズマの流れや.プ ラズ
マ粒子の加速,種 々の波動現象が生起してお り,それら
が電離魍を媒介として地上で地磁気の変動やオーロラ現
象,VLF等 の波動現象として観測される.こ こではそ　　　　　　 (AFTER　M.　Sugiura,　1976) '
地球の固有磁場は,太 陽から吹き出してくる高速のプ れらの種々の現象の うち,沿 磁力線電流という現象につ ミ
・ズ… 太陽・)… ぎ・,鵬 … 胤 て ・・述… ミ
}い る.」(図1参照)こ の空間は地球の近傍を除いては完 沿磁力線電流とい う現象は、電気回路で電流が導線上S
}金 蝿 離されたプラズマによ。て徽 されている.鞭 を流泌 ように,磁 力線t・沿。て電流が流れる触 で,1
》
{90㎞付近から1,0001m付近の領域は弱電離した領域で電 地球の磁気圏の他に太陽表面でもフレアー時のエネルギ ミ
:;離層と呼ばれている.特に.100㎞から140㎞までの領域 一放出に重要な役割を果している.こ の電流は地球の磁1/
ζ 《
1は 電気抵抗が大 きくダイナモ領域と呼ばれている.気 圏では,磁 気圏から電離層に磁力線に沿っ て 流れ 込f
}沿 磁力線電流の重要性は,この現象が磁気圏と電離層 み、電離層内の電流となり、再度電流層から磁気圏に流}
」 という相異った物理的性質をもつ領域を結合させる媒介 れ出る電流回路を形成している.(図2参 照){
≧
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